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戦争論研究序説（四）
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題
意
識

二　

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
の
刊
行
と
翻
訳

三　
『
戦
争
論
』
の
序
文
類	

以
上
、
第
十
八
巻
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二
号
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二
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一
九
年
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月
）
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ネ
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イ
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配
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改
革

六　

軍
制
改
革
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ヴ
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ッ
ツ	

以
上
、
第
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

七　
「
戦
争
は
他
の
手
段
に
よ
る
政
治
の
継
続
」（
一
）

八　

ク
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ウ
ゼ
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と
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学
（
一
）

研
究
ノ
ー
ト

戦
争
論
研
究
序
説
（
四
）

植
　
村
　
秀
　
樹



2

流経法学　第20巻 第 1号

九　

リ
デ
ル
ハ
ー
ト
の
「
亡
霊
」

十　

レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
と
『
戦
争
論
』	

以
上
、
第
十
九
巻
第
二
号
（
二
〇
二
〇
年
二
月
）

十
一
　「
亡
霊
」
の
系
譜
（
一
） 

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
は
多
く
の
誤
解
を
招
き
、
見
当
違
い
の
批
判
や
非
難
を
浴
び
て
き
た
。
本
稿
で
も
す
で
に
、

西
谷
修
の
誤
解

―
と
い
う
よ
り
全
く
の
無
理
解

―
を
指
摘
し
た
ほ
か
、
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
亡
霊
』
を
そ
の
例

に
挙
げ
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
「
大
量
殺
戮
の
唱
道
者
」
と
の
非
難
を
浴
び
せ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た

悲
惨
な
第
一
次
世
界
大
戦
の
責
任
を
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
帰
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
で
は
、
当
の
ド
イ
ツ
で
は
ど

う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

大
戦
前
に
退
役
し
た
ド
イ
ツ
陸
軍
元
帥
の
ゴ
ル
ツ
（Colm

ar	von	der	Goltz

）
は
、
ア
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、「
絶
対
的
戦
争
と

現
実
の
戦
争
の
区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
（
１
）」。
こ
れ
は
『
戦
争
論
』
の
完
全
な
る
読
み
間
違
い
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
誤
解
や

無
理
解
は
ゴ
ル
ツ
ひ
と
り
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
二
十
世
紀
前
半
の
代
表
的
な
将
軍
が
ど
の
よ
う
な
戦
争
論
を
展
開
し
た
か
、
ク

ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
そ
の
『
戦
争
論
』
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
。
ま
ず
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前

後
に
ド
イ
ツ
陸
軍
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
二
人
の
軍
人
、
ゼ
ー
ク
ト
（H

ans	von	Seeckt

）
と
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ

（Erich	Ludendolff

）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
と
同
時
代
を
生
き
、
同
じ
戦
争
に
関
わ
っ
た
ド
イ
ツ
の
軍
人
が
ど
の

よ
う
な
戦
争
観
を
持
ち
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
か
を
見
る
こ
と
で
、
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
の
「
亡

霊
」
と
の
関
係
に
も
理
解
が
及
ぶ
も
の
と
な
ろ
う
。

ゼ
ー
ク
ト
は
、
ド
イ
ツ
陸
軍
第
三
軍
団
参
謀
長
と
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
臨
ん
だ
。
大
戦
後
期
に
は
ト
ル
コ
（
オ
ス
マ
ン
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帝
国
）
軍
参
謀
総
長
に
赴
任
す
る
な
ど
の
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
軍
に
復
帰
し
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（Paul	von	

H
indenburg

）
退
任
後
の
最
後
の
参
謀
総
長
を
務
め
、
大
戦
後
は
陸
軍
統
帥
部
長
官
に
就
任
し
、
一
九
二
〇
年
か
ら
二
六
年
ま

で
は
新
国
防
軍
の
編
制
に
あ
た
っ
た
。
上
級
大
将
で
退
役
し
た
後
は
執
筆
活
動
に
力
を
入
れ
、『
一
軍
人
の
思
想
』（G

edanken 
eines Soldaten

）
そ
の
他
数
冊
の
著
書
を
残
し
て
い
る
。
い
わ
ば
功
成
り
名
遂
げ
た
軍
人
の
晩
年
の
著
書
で
あ
る
だ
け
に
、
ま

さ
に
そ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

ゼ
ー
ク
ト
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
戦
争
は
他
の
手
段
を
も
っ
て
す
る
政
治
の
継
続
で
あ
る
」
と
の
命
題
に
つ
い
て
、「
他

の
手
段
を
交
え
た
政
治
的
交
渉
の
継
続
」
と
解
釈
し
、
そ
の
よ
う
な
「
真
意
」
を
理
解
し
な
い
と
「
危
険
」
だ
と
い
う
。
ま

た
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
「
戦
争
の
本
質
」
と
し
て
、「
戦
争
の
目
標
は
敵
の
殲
滅
に
あ
る
」
と
認
め
て
い
た
と
解
釈
し
て
い

る（
２
）。
こ
れ
で
は
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
と
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、「
政
治
の
継
続
」
も
か
な
り
狭
く
解
釈
し
て
い
る
点
な
ど
は
気
に
な
る
。

し
か
し
、
ゼ
ー
ク
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
の
戦
争
の
変
化
、
お
よ
び
政
治
と
戦
争
の
関
係
に
つ
い
て
、
的
確
に
捉
え
て
い
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
は
戦
争
に
ま
っ
た
く
新
た
な
時
期
を
画
し
た
」
と
し
て
、「
フ
ラ
ン
ス
革
命
軍
の
収
め
得
た
成
功
は
、
革

命
軍
が
特
に
有
能
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、「
ま
っ
た
く
政
治
に
因
由
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン

も
ま
た
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想
を
実
現
し
た
」
の
で
あ
り
、「
高
邁
な
意
志
を
遂
行
し
偉
大
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
国
民

の
力
を
糾
合
し
た
」
の
だ
と
理
解
し
て
い
た
（
３
）。
さ
ら
に
は
「
軍
の
国
民
的
性
格
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

軍
は
国
民
の
一
部
で
あ
り
、
ま
た
か
か
る
部
分
と
し
て
の
自
覚
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
今
日
で

は
、
い
か
な
る
国
の
軍
も
純
粋
な
国
民
的
性
格
を
帯
び
た
も
の
の
み
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
、
さ
す
れ
ば
一
国
民
の
具
有
す

る
す
べ
て
の
性
質
は
そ
の
ま
ま
軍
の
性
質
に
反
映
す
る
筈
で
あ
る
（
４
）。
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つ
ま
り
、
軍
は
「
国
家
の
国
民
的
統
一
を
具
現
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
国
家
も
軍
も
、
自
己
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
も
の

で
は
な
い
。
両
者
は
い
づ
れ
も
、
生
存
し
存
立
せ
ん
と
す
る
国
民
の
意
志
を
表
現
す
る
二
つ
の
形
式
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
ゼ
ー

ク
ト
は
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
軍
は
、
国
家
の
中
に
更
に
国
家
を
建
て
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
の
で
あ
る
（
５
）。

続
い
て
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
『
総
力
戦
』（D

er T
otale K

rieg

）
を
見
て
み
よ
う
。
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
第
一
次
世
界
大
戦
時
、

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
も
と
で
参
謀
次
長
を
務
め
、
政
治
指
導
が
弱
体
し
た
中
に
あ
っ
て
政
治
へ
の
関
与
も
強
め
、「
ル
ー
デ
ン
ド

ル
フ
独
裁
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
と
袂
を
分
か
ち
、
ナ
チ
ス
に
接
近
す
る
な
ど
、
政
治
に

も
関
与
し
た
。『
総
力
戦
』
は
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
最
晩
年
の
著
作
で
あ
り
、
す
で
に
ナ
チ
ス
政
権
時
代
に
入
っ
て
い
た
一
九
三
五

年
、
こ
の
世
を
去
る
二
年
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
総
力
戦
』
は
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
最
後
に
行
き
着
い
た
戦
争
に

つ
い
て
の
認
識
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。　

こ
ち
ら
は
ゼ
ー
ク
ト
と
か
な
り
様
相
が
異
な
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
戦
争
の
目
的
を
考
察
す
る
中
で
「
会
戦
や
戦
闘
で
の

敵
兵
力
の
殲
滅
の
み
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
」
と
、
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
や
ゼ
ー
ク
ト
と
同
じ
読
み
違
い
を
犯
し
て
い
る
が
、
ル
ー
デ

ン
ド
ル
フ
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。『
戦
争
論
』
は
「
過
去
の
世
界
史
の
発
展
に
属
す
る
も
の
で
、
今
日
で
は
多
く
の
部
分
で

時
代
遅
れ
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
は
混
乱
さ
え
も
た
ら
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
（
６
）。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
時
代
か
ら
百
年
を
経
て
、
政
治
は
本
質
的
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、「
政
治
と
戦
争
指
導
の
関
係
も
変
化
」
し
た
。

『
戦
争
論
』
で
は
そ
れ
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
（
７
）。

戦
争
の
本
質
お
よ
び
政
治
の
本
質
が
変
化
し
た
よ
う
に
、
政
治
と
戦
争
遂
行
の
関
係
も
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク

ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
理
論
は
す
べ
て
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
政
治
は
戦
争
遂
行
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
８
）。
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ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
完
全
否
定
と
い
っ
て
よ
い
。
完
全
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
定
式
を
転
倒
さ
せ
、「
政
治
は
戦
争
遂
行

に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
す
る
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
は
、
ど
の
よ
う
な
戦
争
を
考
え
て
い
た
の
か
。
そ
れ

は
こ
の
本
の
表
題
に
そ
の
ま
ま
表
れ
て
い
る
。「
総
力
戦
」
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
や
戦
争

は
「
国
民
全
体
が
戦
争
遂
行
に
動
員
さ
れ
」、「
戦
争
の
舞
台
は
、
参
戦
国
の
国
民
の
全
領
域
に
ま
で
文
字
通
り
広
が
っ
て
い
る
」

と
い
う
の
が
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
歴
史
観
、
戦
争
観
で
あ
る
（
９
）。「
す
べ
て
の
会
戦
の
最
終
目
標
は
、
敵
の
殲
滅
で
あ
る
」
と
い
う

限
り
に
お
い
て
は
、
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
や
ゼ
ー
ク
ト
に
も
見
ら
れ
た
『
戦
争
論
』
の
よ
く
あ
る
誤
解
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
強
靭
な

精
神
を
も
っ
た
国
民
に
対
し
て
戦
争
の
決
着
は
、
戦
場
で
の
勝
利
と
、
敵
な
が
ら
精
神
的
な
強
さ
を
維
持
し
た
ま
ま
の
軍
お
よ
び

精
神
的
に
団
結
し
た
国
民
を
殲
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
達
成
で
き
る
」
と
な
る
と
、
そ
れ
を
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。
ル
ー

デ
ン
ド
ル
フ
の
総
力
戦
論
に
従
え
ば
、
全
国
民
の
す
べ
て
の
資
源
を
戦
争
に
投
入
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
「
将
帥
は
、
政

治
が
戦
争
遂
行
の
た
め
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
針
を
政
治
の
中
で
決
定
す
る
」
こ
と
に
な
る）

（1
（

。
こ
れ
で
は
ま
さ
に
一
国
の

政
治
を
軍
部
独
裁
に
委
ね
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
の
「
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
独
裁
」
の
理
論
化
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
こ
の
総
力

戦
論
に
お
い
て
は
、
国
民
は
、
戦
争
の
た
め
に
軍
に
動
員
さ
れ
る
資
源
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』

の
完
全
な
る
転
倒
に
し
て
根
本
的
否
定
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
『
戦
争
論
』
の
全
く
の
無
理
解
な
い
し
曲
解
の
極
み
で
あ
り
、
謬
論

あ
る
い
は
謬
妄
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
軍
人
の
行
き
着
い
た
先
に
こ
の
よ
う
な
も
の
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
ル
ー
デ
ン

ド
ル
フ
は
『
総
力
戦
』
の
中
で
し
ば
し
ば
好
意
的
に
日
本
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
後
、
実
際
に
ド
イ
ツ
と
日
本
は
と
も
に
、

ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
予
言
し
た
か
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
総
力
戦
に
突
入
し
、
破
滅
に
至
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
、

ド
イ
ツ
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
（A

dolf	H
itler

）
率
い
る
ナ
チ
ス
党
で
あ
り
、
日
本
で
は
軍
部
と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
が
。

ゼ
ー
ク
ト
と
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
二
人
の
戦
争
観
と
そ
こ
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
の
理
解
を
い
ず
れ
も
晩

年
の
著
書
に
よ
っ
て
見
て
き
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
事
史
研
究
者
の
小
堤
盾
は
、
二
人
の
思
想
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
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ゼ
ー
ク
ト
の
見
解
は
、
思
想
的
に
は
国
民
生
活
を
含
む
総
力
戦
の
可
能
性
を
認
め
、
そ
の
一
方
で
軍
部
独
裁
を
主
張
し
た

ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
と
は
対
照
的
な
戦
争
指
導
の
あ
り
方
を
構
想
し
て
い
た
。

ゼ
ー
ク
ト
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
想
的
解
釈
は
、
精
神
力
の
強
調
と
殲
滅
戦
理
論
の
追
求
と
い
う
第
二
帝
政
期

以
来
の
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
事
学
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。（
一
部
略
）
（（
（

）

第
一
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
、
ア
ロ
ン
は
言
う
。

読
む
術
も
知
ら
な
け
れ
ば
、
企
画
力
も
思
考
力
も
な
い
者
が
演
じ
た
愚
行
に
つ
い
て
、
一
人
の
著
者
に
罪
が
あ
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
か）

（1
（

。

た
だ
し
、
こ
の
言
葉
は
ド
イ
ツ
に
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
向
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
に

対
す
る
誤
解
や
無
理
解
に
基
づ
く
謬
論
は
ド
イ
ツ
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

十
二
　「
亡
霊
」
の
系
譜
（
二
） 

ド
イ
ツ
以
外
、
つ
ま
り
外
国
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
の
理
解
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に

は
翻
訳
の
問
題
が
あ
る
。
不
完
全
な
い
し
不
正
確
な
翻
訳
で
『
戦
争
論
』
を
読
ん
だ
結
果
、
十
九
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
軍
人
は

「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
包
括
的
な
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
彼
を
戯
画
化
し
、
し
か
も
、
そ
の
本
質
を
つ
か
ん

だ
と
思
い
こ
ん
で
い
た）

（1
（

」。
そ
の
一
方
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
に
限
っ
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
よ
り
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も
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、『
戦
争
論
』
は
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
た
。
特
に
そ
の
精
神
力
（m

oral	force

）
の
強
調
が
、
攻

勢
的
戦
略
と
あ
い
ま
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
人
ら
の
関
心
を
引
い
た
よ
う
で
あ
る）

（1
（

。
と
は
い
え
、
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
に
連
合

国
軍
総
司
令
官
に
就
任
し
た
フ
ォ
ッ
シ
ュ
（Ferdinand	Foch

）
も
ゴ
ル
ツ
同
様
に
「
絶
対
的
戦
争
と
現
実
の
戦
争
の
区
別
が

つ
か
な
か
っ
た
」。

で
は
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
『
総
力
戦
』
で
言
及
さ
れ
た
日
本
で
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、

理
解
し
た
の
か
。
日
本
に
お
け
る
『
戦
争
論
』
受
容
の
第
一
段
階
に
つ
い
て
こ
こ
で
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
明
治
政
府
は
当
初
、

一
八
八
〇
年
代
よ
り
陸
軍
を
フ
ラ
ン
ス
式
か
ら
ド
イ
ツ
式
に
転
換
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
敗
戦
ま
で
こ
れ
が
続
い
た）

（1
（

。
一
八
八
三

年
に
開
校
し
た
陸
軍
大
学
校
も
ド
イ
ツ
陸
軍
参
謀
総
長
の
モ
ル
ト
ケ
（H

elm
uth	von	M

oltke

）
の
方
法
に
倣
い
、
ま
た
モ
ル

ト
ケ
の
推
薦
に
よ
り
、
教
官
と
し
て
メ
ッ
ケ
ル
（K

lem
ens	M

eckel

）
少
佐
（
後
、
少
将
）
を
招
聘
し
た）

（1
（

。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
『
戦
争
論
』
は
軍
医
の
森
林
太
郎
（
鴎
外
）
が
ド
イ
ツ
留
学
時
代
に
接
し
、
後
に
一
部
の
翻
訳
を
行
っ
た）

（1
（

。
陸
軍
参
謀
本
部
で

は
一
八
八
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
版
か
ら
の
翻
訳
を
行
い
、
森
の
も
の
と
合
わ
せ
て
全
巻
を
『
大
戦
学
理
』
と
し
て
、
日
露
戦
争
前

年
の
一
九
〇
三
年
に
軍
部
内
で
配
布
し
た）

（1
（

。
翻
訳
の
経
緯
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
の
は
、
森
が
担
当
し
た
部
分
も
含
め
て
、
初
版
で

は
な
く
、
第
二
版
以
降
の
、
つ
ま
り
改
竄
さ
れ
た
版
の
翻
訳
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旧
軍
出
身
で
戦
後
長
く
陸
上
自
衛

隊
幹
部
学
校
で
教
官
を
務
め
た
浅
野
祐
吾
に
よ
れ
ば
、
旧
日
本
軍
は
日
露
戦
争
の
後
、「
一
九
〇
七
年
攻
勢
作
戦
に
よ
る
速
戦
即

決
主
義
を
採
用
し
て
こ
れ
を
国
防
方
針
と
し
た
」。
そ
の
後
は
、「
国
家
戦
略
不
在
の
軍
事
戦
略
が
、
野
戦
軍
レ
ベ
ル
を
相
似
的
に

拡
大
し
た
ま
ま
で
樹
て
ら
れ
る
に
至
っ
た
」。
そ
の
日
本
軍
に
お
い
て
「
戦
争
は
政
治
の
継
続
」
と
い
う
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

命
題
は
「
忘
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
に
し
て
も
軽
視
さ
れ
た
」。
一
九
三
〇
年
代
に
は
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ブ
ー
ム
」
が
起
こ
っ

た
と
い
う
が
、「
四
〇
年
代
に
は
国
家
主
義
の
影
響
を
受
け
て
客
観
性
、
科
学
性
に
欠
け
る
偏
狭
な
著
書
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」。
軍
部
に
お
い
て
は
、「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
著
書
に
関
す
る
講
義
が
陸
大
に
お
い
て
一
度
も
行
わ
れ
な
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か
っ
た
こ
と
や
、
作
戦
に
関
す
る
理
論
や
戦
史
の
研
究
成
果
に
お
い
て
、
殆
ど
み
る
べ
き
も
の
が
少
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
態
に

至
っ
た
の
で
あ
っ
た）

（1
（

。
浅
野
は
自
ら
が
所
属
し
た
組
織
に
つ
い
て
こ
う
結
論
づ
け
る
。

戦
闘
の
技
術
面
に
偏
重
し
た
陸
軍
は
こ
の
よ
う
に
そ
の
理
論
研
究
さ
え
も
軽
視
し
、
用
兵
効
率
の
向
上
を
ね
ら
っ
て
の
鍛

錬
主
義
の
み
徹
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る）

11
（

。

こ
の
よ
う
な
軍
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
っ
た
大
日
本
帝
国
は
、
当
然
の
結
末
を
迎
え
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
後
の
日
本
で

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
が
新
た
に
刊
行
さ
れ
る
の
は
一
九
六
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
翻
訳
事
情
も
す

で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
と
同
じ
く
不
幸
な
運
命
を
た
ど
っ
た
『
戦
争
論
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
本
格
的
な
研
究

が
全
く
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
部
に
熱
心
な
研
究
者
が
確
か
に
存
在
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
軍
部

で
も
自
衛
隊
で
も
な
け
れ
ば
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
世
界
で
も
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。

『
戦
争
論
』
の
外
国
語
へ
の
翻
訳
は
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
英
語
版
も
そ
の
例
外
で

は
な
い
こ
と
も
す
で
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
問
題
が
多
い
と
い
わ
れ
る
グ
ラ
ハ
ム
訳
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
八
年
で
あ
っ

た
。
ア
ロ
ン
は
、
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
が
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
理
解
も
せ
ず
に
、
彼
が
後
に
来
る
平
和
な
ど
意
に
介
す
る
こ
と
な

く
徹
底
的
な
戦
争
を
教
示
し
た
と
し
て
非
難
」
す
る
ほ
ど
の
「
敵
意
」
を
示
し
た
と
評
し
て
い
る
が）

1（
（

、
ド
イ
ツ
語
を
解
さ
な
い
リ

デ
ル
ハ
ー
ト
は
、
こ
の
グ
ラ
ハ
ム
版
で
さ
え
読
み
通
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る）

11
（

。「
殲
滅
戦
の
唱
道
者
」
と
い
う
謬
見
を
抱
い
た

の
は
、
当
然
の
帰
結
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
も
英
語
訳
の
事
情
は
長
ら
く
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
六
八
年
に
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
か
ら
出
版
さ
れ
た
版
は
、

全
訳
で
な
く
、
第
五
部
か
ら
第
七
部
ま
で
が
そ
っ
く
り
除
外
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
ア
ロ
ン
が
特
に
重
要
視
し
て
い
る
の
は
、
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「
防
御
」
の
表
題
を
持
ち
、
原
著
で
最
も
長
い
第
六
部
を
省
略
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
二
七
年
以
降
の
書
き
直
し
が
十
分
に
及

ん
で
い
な
い
と
い
う
意
味
で
未
完
の
ま
ま
な
が
ら
、
防
御
と
攻
撃
の
弁
証
法
を
扱
っ
て
い
る
第
六
部
を
ア
ロ
ン
は
自
著
『
戦
争
を

考
え
る
』
で
は
原
著
に
お
け
る
分
量
を
意
識
し
た
か
の
ご
と
く
、
丁
寧
に
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
防
御
を
優
位
と
み
る
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
見
解
は
、
ド
イ
ツ
の
軍
人
の
間
で
も
甚
だ
不
評
で
あ
っ
た）

11
（

。
当
時
の
ド
イ
ツ
軍
人
は
攻
勢
的
な
戦
略
を
望
ん
で
い

た
。
多
く
の
国
の
軍
人
同
様
、『
戦
争
論
』
に
実
際
の
戦
争
の
た
め
の
処
方
箋
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
姿
勢
が
先

に
述
べ
た
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
総
力
戦
論
に
つ
な
が
っ
た
。
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
が
明
確
に
否
定
す
る
ま
で
は
、
軍
人
ら
は
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
社
交
辞
令
の
よ
う
に
引
用
し
、
言
及
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
ペ
ン
ギ
ン
版
が
こ
の
第
六
部
を
省
略
し
た
の
は
、
こ
の
版
の
編
者
と
な
っ
た
ラ
パ
ポ
ー
ト
（A

natol	Rapoport

）
の

判
断

―
少
な
く
と
も
同
意

―
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
序
文
で
は
現
代
の
読
者
の
た
め
の
編
集
で
あ
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て

い
る）

11
（

。
ラ
パ
ポ
ー
ト
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
亡
命
知
識
人
で
、
数
理
生
物
学
者
で
あ
り
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
し
、
平
和
研

究
や
平
和
運
動
に
お
い
て
も
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。
日
本
で
も
『
戦
略
と
良
心
』、『
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ

―
紛
争
と
協
力
に
関

す
る
心
理
学
的
研
究
』、『
現
代
の
戦
争
と
平
和
の
理
論
』
な
ど
の
著
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ラ
パ
ポ
ー
ト
が
こ
の
ペ
ン
ギ

ン
版
『
戦
争
論
』
に
七
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
序
論
（Introduction

）
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
ラ
パ
ポ
ー
ト
は
戦
争
哲
学
に
つ

い
て
の
分
析
を
披
露
し
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
も
そ
の
ひ
と
り
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
第
六
部

を
省
略
す
る
こ
と
は
、
防
御
と
攻
撃
の
弁
証
法
と
い
う
『
戦
争
論
』
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
論
理
を
無
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
い
て
、
戦
争
に
お
け
る
目
的
と
手
段
は
交
換
可
能
な
も
の
と
み
な
し
た
り
、「
絶
対
戦
争
」
が

第
一
次
世
界
大
戦
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
す
る
な
ど
、
ラ
パ
ポ
ー
ト
が
『
戦
争
論
』
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
甚

だ
怪
し
い
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ン
（H

arm
an	K

ahn

）
ら
の
核
戦
略
論
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
ア
ロ
ン
に
つ
い
て
も
「
ネ
オ
・

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
派
」
と
批
判
的
に
言
及
し
て
い
る
。
ラ
パ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
著
名
な
学
者
で
さ
え
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
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『
戦
争
論
』
を
十
分
か
つ
正
確
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

ペ
ン
ギ
ン
版
『
戦
争
論
』
の
ラ
パ
ポ
ー
ト
の
序
論
か
ら
、
ア
ロ
ン
は
次
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
戦
争
と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
と
手
段
に
関
し
て
調
べ
て
み
る
な

ら
ば
、
こ
の
両
者
は
相
互
に
交
換
で
き
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
軍
の
機
能
は
、
国
家
の
意
志
を
実
行
す
る
こ
と
で
あ

る
。
国
家
の
意
志
は
、
他
の
諸
国
に
対
し
て
そ
の
力
を
絶
え
ず
増
強
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
暗
に
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
、
将
来
の
闘
争
の
た
め
の
戦
略
的
利
益
を
得
る
べ
き
機
会
を
求
め
、
か
つ
と
ら
え
る
こ
と

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
国
家
観
に
お
い
て
は
、
国
家
と
軍
の
利
益
は
一
致
す
る
の
で
あ
る）

11
（

。

こ
の
一
節
に
つ
い
て
ア
ロ
ン
は
「
テ
ク
ス
ト
に
相
い
れ
な
い
し
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
考
の
論
理
と
も
、
我
々
が
彼
の
政

治
哲
学
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
す
べ
て
と
も
相
い
れ
な
い
」
と
し
て
、
こ
う
し
た
理
解
を
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
亡
霊
」
の
系
譜
を
辿
っ
て
み
る
と
、「
攻
勢
戦
略
の
唱
道
者
」、「
殲
滅
戦
の
提
唱
者
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識
は
、

多
く
の
国
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
実
際
の
姿
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
姿
は
、
ま
さ
に
「
亡

霊
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
そ
れ
が
広
く
世
界
を
徘
徊
し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
亡
霊
」
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。

何
が
そ
れ
を
生
ん
だ
の
か
。　
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十
三
　「
亡
霊
」
の
正
体

「
亡
霊
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
か
、
そ
の
起
源
を
探
る
前
に
、
こ
こ
で
も
う
ひ
と
り
の
軍
人
に
つ
い
て

―
ド
イ
ツ

軍
人
の
名
誉
の
た
め
に
も

―
見
て
お
き
た
い
。

ド
イ
ツ
陸
軍
参
謀
総
長
を
務
め
た
上
級
大
将
の
ベ
ッ
ク
（Ludw

ig	Beck

）
は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
の
一
九
三
三
年
か
ら
陸
軍
参

謀
総
長
に
就
き
な
が
ら
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
対
立
に
よ
っ
て
三
八
年
に
こ
れ
を
辞
任
し
た
。「
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
独
裁
」
を
厳
し

く
批
判
し
た
ベ
ッ
ク
は
、
そ
の
総
力
戦
思
想
と
の
対
立
を
通
じ
て
「
自
ら
の
政
軍
関
係
観
、
戦
争
観
を
発
展
」
さ
せ
た）

11
（

。
小
堤
に

よ
れ
ば
、
ベ
ッ
ク
は
「
戦
争
が
政
治
の
手
段
で
あ
る
以
上
、
戦
争
は
政
治
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
軍
司
令
官
は
政

治
家
に
奉
仕
す
べ
き
で
は
な
い
し
従
属
す
べ
き
で
も
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に
影
響
を
受
け
た
と
い
う）

11
（

。
こ
の
考
え
方
に
共
鳴

し
、
政
治
指
導
者
（
な
い
し
指
導
部
）
と
軍
の
最
高
司
令
官
は
対
等
だ
と
ベ
ッ
ク
は
考
え
た
。
政
軍
関
係
を
め
ぐ
っ
て
ヒ
ト
ラ
ー

と
対
立
し
た
ベ
ッ
ク
は
退
官
後
、
特
に
政
治
と
軍
事
と
の
関
係
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ）

11
（

。
し
か
し
な
が
ら
、『
戦
争
論
』
の
初
版
で
は
、
政
治
指
導
者
な
い
し
指
導
部
は
軍
司
令
官
に
対
し
て
優
越
す

る
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
明
確
に
記
し
て
い
た
が）

11
（

、
そ
の
後
、
改
竄
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
生
む
余
地
が
生
じ
た
。
戦
争

は
政
治
の
道
具
で
あ
っ
て
も
、
軍
人
が
政
治
家
に
従
属
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
軍
部
が
直
ち
に
ヒ
ト
ラ
ー
政
治
の
手

足
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
そ
の
よ
う
に
考
え
た
ベ
ッ
ク
は
、
一
九
四
四
年
七
月
二
十
日
の
ヒ
ト

ラ
ー
暗
殺
未
遂
事
件
に
関
与
し
、
最
後
は
自
ら
命
を
絶
っ
た
（
大
戦
後
、
ナ
チ
ス
へ
の
抵
抗
運
動
の
実
行
者
の
ひ
と
り
と
し
て
顕

彰
さ
れ
た
）。
改
竄
版
に
基
づ
く
誤
解
が
ベ
ッ
ク
の
背
中
を
押
し
た
と
見
る
の
は
、
行
き
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。
ベ
ッ
ク
は
「
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
最
も
重
要
な
弟
子
と
い
う
評
価
を
受
け
て
き
た
」
と
さ
れ
る
が）

11
（

、
そ
の
よ
う
な
見
方
に
は
、
確
か
に
理
由
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。『
戦
争
論
』
は
、
戦
争
と
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
に
お
い
て
、
ベ
ッ
ク
が
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
援
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用
す
る
こ
と
で
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
の
総
力
戦
論
及
び
軍
部
独
裁
論
の
論
破
の
た
め
に
大
い
に
役
立
ち
、
さ
ら
に
、
ナ
チ
ス
の
軍
国

体
制
へ
の
批
判
の
理
論
的
根
拠
を
ベ
ッ
ク
に
提
供
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た）

1（
（

。
と
は
い
え
、
政
治
と
軍
事
と
の
関
係
と
い
う
最
も
重

要
な
点
で
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
点
を
看
過
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
ベ
ッ
ク
は

―
情
状
酌
量

の
余
地
が
あ
る
と
は
い
え

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
忠
実
な
弟
子
と
は
言
い
難
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
あ
た
り
に
は

改
竄
の
悪
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

改
竄
は
プ
ロ
イ
セ
ン
参
謀
本
部
の
手
に
よ
っ
て
、
軍
部
に
都
合
よ
く
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
実
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て

も
、『
戦
争
論
』
は
必
ず
し
も
よ
く
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
浮
か
び
上
が
る
。
ド
イ
ツ
を
統
一
に
導
い
た
強
権
政

治
（M

achatpolitik

）
で
知
ら
れ
る
ビ
ス
マ
ル
ク
（O

tto	von	Bism
arck

）
は
「
お
そ
ら
く
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
読
ん
で
は

い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
ア
ロ
ン
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
人
は
「
あ
ん
な
に
長
い
間
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
援

用
し
な
が
ら
、『
戦
争
論
』
の
い
ろ
い
ろ
な
読
み
方
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る）

11
（

。
プ
ロ
イ
セ

ン
参
謀
総
長
と
し
て
ド
イ
ツ
統
一
戦
争
の
勝
利
に
貢
献
し
た
モ
ル
ト
ケ
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
政
治
と
戦
争
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
モ
ル
ト
ケ
の
見
方
も
、「
軍
の
将
帥
た
ち
の
好
み
に
合
わ
せ
た
、
良
識
に
も
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
想
に
も
反
す
る
」
も

の
で
あ
っ
た
。「
政
治
と
戦
争
と
の
関
係
、
戦
略
お
よ
び
戦
術
に
お
け
る
防
御
と
攻
撃
と
の
関
係
」
の
重
要
性
を
十
九
世
紀
の
ド

イ
ツ
の
軍
人
た
ち
は
「
理
解
し
な
か
っ
た
し
、
そ
の
真
実
を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た）

11
（

」。
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
軍
は
世
紀
を
ま
た

ぎ
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
っ
た
。
大
戦
中
だ
け
で
『
戦
争
論
』
は
六
版
を
重
ね
た
と
い
う
が）

11
（

、
実
の
と
こ
ろ
、
普
仏
戦
争
後
か

ら
す
で
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
離
れ
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て）

11
（

、
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
は
あ
ま
り
読
ま
れ
て
は
い
な
か
っ

た
。
謬
論
が
ド
イ
ツ
軍
に
は
び
こ
っ
た
の
は
、
第
二
版
（
一
八
五
三
年
）
以
降
の
改
竄
の
影
響
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説

明
が
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
広
く
ド
イ
ツ
軍
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
政
治
・
社
会
状
況
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
小
堤
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
統
一
戦
争
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
至
る
時
期
の
ド
イ
ツ
で
は
、「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
位
置
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付
け
は
、
殲
滅
戦
理
論
提
唱
者
と
い
う
評
価
が
支
配
的
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
り）

11
（

、「
亡
霊
」
は
、
ゴ
ル
ツ
や
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
ら

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
軍
部
及
び
そ
の
周
辺
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言
い
得
る
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
弟
子
」
を
自
認
し
て
い
た
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
（A

lfred	von	Schliefen

）
で
さ
え
、
そ
の
哲
学
的

概
念
を
批
判
し
、
戦
争
指
導
の
指
針
と
し
て
『
戦
争
論
』
を
見
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
指
針
と
は
殲
滅
戦
で
あ
る
。
先
に
触
れ

た
ゼ
ー
ク
ト
も
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
自
分
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
」
と
妻
へ
の
手
紙
に
書
い
て
い
る
し
、
他
の
多
く
の
将

軍
に
と
っ
て
も
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
「
軍
事
哲
学
者
」
で
あ
っ
て
、
実
践
的
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
陸
軍
大
学
や
参

謀
本
部
に
お
い
て
さ
え
、「
軍
事
哲
学
と
し
て
引
用
は
さ
れ
る
が
、
し
っ
か
り
研
究
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
扱
い

を
受
け
て
い
た）

11
（

。

こ
う
な
る
と
、
ド
イ
ツ
統
一
以
降
、
ド
イ
ツ
軍
部
は
自
ら
生
み
出
し
た
「
亡
霊
」
に
取
り
憑
か
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
二
度
の

世
界
大
戦
に
あ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
突
入
し
、
凄
惨
な
殲
滅
戦
を
繰
り
広
げ
た
と
い
う
こ
と
か
。
第
一
次
世
界
大
戦
は
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
で
は
な
く
、
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
の
影
響
が
大
き
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
軍
国
主
義
化
と
そ
の
戦
争

指
導
が
戦
争
の
惨
害
を
大
き
く
し
た
と
い
う
見
方
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
い
さ
さ
か
短
絡
的
と
の
誹
り
を
免
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
け
の
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
に
責
任
を
押
し
付
け
る
の
は
、
文
字
通
り
無
責
任
な
責
任
転
嫁
に
他
な
ら
な
い
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
殲
滅
戦
を
唱
道
し
た
わ
け
で
は
な
く
、『
戦
争
論
』
に
お
い
て
は
、
防
御
は
攻
撃
よ
り
有
利
で
あ
る
と

す
る
防
御
と
攻
撃
の
弁
証
法
を
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
リ
ー
フ
ェ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
軍
の
攻
勢
戦
略
と
は
む
し
ろ

相
容
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
十
世
紀
の
二
度
の
凄
惨
な
戦
争
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
理
論
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
反
対
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
「
教
授
た
ち
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
べ
き
理
論
家
」
と
し
て
遠
ざ
け）

11
（

、『
戦
争
論
』

を
正
し
く
理
解
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
時
代
の
変
化
が
戦
争
の
様
相
も
大
き
く
変
容
さ
せ
た
。
そ
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う
し
た
戦
争
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
『
戦
争
論
』
の
執
筆
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
書
き
上
げ
よ
う

と
し
て
い
た
そ
の
時
期
と
そ
の
方
法
に
沿
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
限
り
、『
戦
争
論
』
が
切
り
開
い
た
新
た
な
地
平
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
母
国
ド
イ
ツ
で
さ
え
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
そ
れ
ま
で
の
戦
争
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
ひ
と
り
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
代
の

政
治
と
社
会
が
軍
隊
と
戦
争
の
あ
り
方
を
変
え
た
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
二
十
世
紀
の
戦
争
も
ま
た
、
時
代
の
変
化
が
生
み

出
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
世
紀
の
一
軍
人
の
著
書
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
戦
乱
の
渦
に
巻
き
込
ん

だ
と
す
る
の
は
、
歴
史
の
理
解
と
し
て
も
、
や
は
り
受
け
入
れ
が
た
い
。

あ
の
よ
う
な
惨
事
の
原
因
を
八
十
年
も
前
の
一
軍
人
の
書
物
に
帰
す
る
こ
と
の
理
不
尽
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
『
戦

争
論
』
の
読
み
方
そ
の
も
の
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ア
ロ
ン
も
リ
デ
ル
ハ
ー
ト
が
「
第
一
次
大
戦

の
気
違
い
じ
み
た
流
血
的
惨
事
は
、
少
な
く
と
も
一
部
は
、『
戦
争
論
』
に
含
ま
れ
る
、
い
く
つ
か
の
主
題
が
人
心
に
及
ぼ
し
た

魔
力
の
せ
い
」
と
考
え
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
責
任
の
一
端
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
に
も
あ
る
と
ア
ロ
ン
は

言
う
）
11
（

。『
戦
争
論
』
は
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
上
に
、
き
わ
め
て
難
解
な
書
物
で
あ
る
。
執
筆
に
着
手
し
て
か
ら
未
完
の
ま
ま
転

任
に
伴
う
封
印
ま
で
に
十
年
以
上
を
要
し
て
お
り
、
そ
の
最
後
の
三
年
間
は
、
最
も
重
要
な
政
治
と
戦
争
と
の
関
係
に
関
す
る
長

い
思
索
の
結
果
と
し
て
、
全
体
の
書
き
直
し
を
始
め
て
い
た
。『
戦
争
論
』
を
理
解
す
る
に
は
そ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
つ
つ

慎
重
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
な
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
自
ら
が
体
験
し
た
戦
争
の
歴
史
的
意
味
を
理

解
で
き
な
い
者
が
、
そ
の
責
任
を
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
、
あ
る
い
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』

を
理
解
し
な
い
ま
ま
に
、
そ
れ
を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
、
曲
解
さ
れ
、
あ
る
い

は
悪
用
さ
れ
る
余
地
が
『
戦
争
論
』
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、『
戦
争
論
』
が
未
完
で
あ
り
、
本
質
的
な
改
訂
の
途
中
で
著
者
が
斃
れ
た
と
い
う
こ
と
に
そ
の
原
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因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
で
は
ま
る
で
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
の
辿
っ
た
運
命
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
も

う
ひ
と
つ
、『
資
本
論
』
が
見
舞
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
悲
劇
が
『
戦
争
論
』
を
襲
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
れ
が
第
二
版
の

出
版
に
際
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
参
謀
本
部
の
手
に
よ
っ
て
改
竄
が
行
わ
れ

―
も
っ
と
も
、『
資
本
論
』
も
第
二
、
第
三
巻
は
、
マ

ル
ク
ス
の
残
し
た
草
稿
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
（Friedrich	Engels

）
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
編
集
の
過
程
で
エ
ン
ゲ

ル
ス
に
よ
っ
て
、
意
図
的
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
お
そ
ら
く
は
理
解
不
足
に
よ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
意
図
と
は
異
な
っ
た
か
た
ち

で
刊
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

―
そ
の
ま
ま
一
九
五
二
年
ま
で
版
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
戦
争
論
』
が

被
っ
た
悲
劇
を
払
い
除
け
て
、
そ
の
ま
ま
の
姿
に
戻
し
て
、
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
、
各
国
の
軍
関
係
者
の

間
で
誤
解
・
曲
解
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
謬
見
・
謬
論
が
各
地
を
徘
徊
し
、
二
十
世
紀
に
と
ん
で
も
な
い
「
亡
霊
」
を
生
み

出
す
に
至
っ
た
。
時
代
の
大
き
な
変
化
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
謬
見
・
謬
論
が
生
ま
れ
た
の
は
、
致
し
方
の
な
い
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
誤
解
に
よ
る
も
の
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
時
代
が
そ
の
よ
う
な
曲
解
を
後
押
し
し
た
、
あ
る
い
は
誤
解
を
受
け
入
れ
や

す
い
政
治
・
社
会
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
に
始
ま
っ
た
国
民
戦
争
が
、
や
が
て
国
家
総
力
戦
へ
と
向
か
う
時
代
に
合
わ
せ
た
解
釈
つ
ま
り
曲
解
が
生
ん
だ
謬
論
で

あ
っ
た
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
十
世
紀
の
は
じ
め
に
二
度
に
わ
た
り
フ
ラ
ン
ス
の
首
相
を
務
め
た
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
（Georges	Clem

enceau

）
は
「
戦
争

は
将
軍
に
任
せ
て
お
く
は
あ
ま
り
に
重
大
で
あ
る
」
と
述
べ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、『
戦
争
論
』
は

軍
人
の
理
解
に
任
せ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
高
度
な
書
物
で
あ
る
。
軍
人
は
実
践
的
な
指
針
を
求
め
る
が
、『
戦
争
論
』
は
戦
争
に

つ
い
て
歴
史
的
、
軍
事
的
、
政
治
的
、
哲
学
的
な
深
い
考
察
、
洞
察
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
軍
人
た
ち
が
求
め
る
も
の
と

の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
そ
こ
に
「
亡
霊
」
が
生
ま
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
れ
に
続
く
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
降
、
戦
争
は
軍
人
に
任
せ
て
お
く
に
は
重
大
に
す
ぎ
る
も
の
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
軍
人
の
み
な
ら
ず
、
ほ
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と
ん
ど
の
人
が
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
に
、
二
度
の
世
界
大
戦
を
要
し
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
そ
う
し
た
近
代
戦
争
の
本
質
を
解
明
し
よ
う
と
正
面
か
ら
挑
ん
だ
『
戦
争
論
』
を
正
し
く
読
み
解
く
に
は
、
そ
れ
な
り

の
準
備
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
歴
史
と
戦
争
、
そ
し
て
政
治
に
つ
い
て
の
知
識
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
哲
学
も
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
哲
学
的
な
準
備
こ
そ
、
不
可
欠
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

十
四
　
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
哲
学
（
二
）

前
節
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
を
著
者
の
意
図
に
沿
っ
て
正
し
く
理
解
す

る
た
め
に
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
方
法
論
あ
る
い
は
思
考
方
法
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
し

ば
し
ば
「
戦
争
哲
学
者
」
と
評
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
西
谷
修
の
よ
う
に
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

は
哲
学
を
引
用
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
い
う
浅
薄
な
批
判
と
は
全
く
関
わ
り
な
く
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
や
ア
ロ
ン
な
ど
多
く
の
哲
学
者

や
思
想
家
の
興
味
を
引
い
て
き
た
こ
と
も
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
引
用
し
て
」
い
る
か
否
か
で
も
な

け
れ
ば
、
あ
る
い
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
が
『
戦
争
論
』
の
中
で
「
哲
学
」
と
い
う
語
を
ど
う
用
い
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ

と
で
も
な
く
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
『
戦
争
論
』
を
著
し
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
考

察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
哲
学
と
の
関
係
と
い
う
と
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
い
っ
た
名
前
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
や
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の

著
作
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
こ
れ
ら
の
哲
学
者
の
思
想
や

そ
の
方
法
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
考
・
思
索
そ
し
て
『
戦
争
論
』
の
哲
学
的
あ
る
い
は
方
法
論
的
な
基
礎
は
何
な
の
か
。
ど
の
よ
う
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な
思
想
や
哲
学
が
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
影
響
を
与
え
た
の
か
。『
戦
争
論
』
を
正
確
に
読
み
解
き
、
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
身
に
つ
け
、『
戦
争
論
』
の
執
筆
に
も
影
響
を
与
え
た
思
考
・
思
索
の
方
法
の
理
解
に
努
め
た
い
。
そ
れ

を
こ
こ
で
哲
学
と
呼
ぶ
。
そ
の
時
代
の
哲
学
は
、
そ
の
時
代
を
生
き
る
人
に
お
の
ず
と
影
響
を
受
け
て
し
ま
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
た
と
え
当
人
が
自
覚
的
に
そ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
著
作
に
は
そ
れ
が
現
れ
る
。

ア
ロ
ン
の
『
戦
争
を
考
え
る
』
二
巻
の
う
ち
の
上
巻
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
生
涯
を
辿
り
、
そ
の
思
索
と
執
筆
、
つ
ま

り
『
戦
争
論
』
の
成
立
過
程
と
そ
の
論
理
の
分
析
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
当
然
な
が
ら
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
索

の
軌
跡
が
追
跡
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ア
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
想
ま
た
は
方
法
が
、
あ
る
程
度
ま
で
弁
証

法
的
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
も
の
で
は
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
に
依
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
…
…

ヘ
ー
ゲ
ル
的
で
は
あ
り
え
な
い
と
私
に
は
思
わ
れ
る
」
と
、
明
確
に
否
定
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
ま
た
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の

弟
子
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
い
う
説
は
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
」「
無
知
か
ら
広
ま
っ
た
」
と
し
て
い
る）

11
（

。
ま
た
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
レ
ッ
ト
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
を
否
定
す
る
一
方
で
、
カ
ン
ト
の
影
響
は
否
定
し
な
か
っ
た
。
と
は
い

え
、
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
を
介
し
て
間
接
的
に
カ
ン
ト
哲
学
に
接
し
た
と
し
て
も
、
直
接
的
に
カ
ン
ト
哲
学
を
基
礎
に
し
て
い
る

と
ま
で
は
認
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
カ
ン
ト
を
含
む
当
時
の
哲
学
や
思
想
全
般
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
い
わ

ば
「
時
代
の
子
」
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
パ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
ア
ロ
ン
も
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
は
否
定
し

た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
う
え
で
、
ア
ロ
ン
の
さ
ら
な
る
分
析
に
筆
を
進
め
よ
う
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
コ
ブ
レ
ン
ツ
勤
務
時
代
に
記
し
た
「
日
付
不
詳
の
手
記
」
が
マ
リ
ー
夫
人
の
「
序
文
」
に
挿
入
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
問
題
の
取
り
扱
い
方
が
私
の
念
頭
に
浮
ん
で
い
た
」
と
い
う
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
戦

略
を
構
成
す
る
主
要
問
題
」
に
関
連
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
「
素
材
」
を
「
使
用
し
て
一
つ
の
全
体
に
融
合
せ
し
め

る
と
こ
ろ
に
ま
で
凡
そ
立
ち
至
っ
た
」
と
い
う
文
の
後
に
こ
れ
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
間
を
つ
な
い
で
い
る
の
は
、
次
の
一
節
で
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あ
る
。

こ
れ
ら
の
素
材
は
前
も
っ
て
計
画
さ
れ
た
プ
ラ
ン
な
し
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
初
め
の
意
図
は
、
体
系
や
厳
密

な
連
関
な
ど
を
考
慮
せ
ず
、
こ
の
問
題
の
最
も
重
要
な
諸
点
に
つ
い
て
、
私
が
自
分
で
結
論
づ
け
た
も
の
を
、
ま
っ
た
く
短

い
が
精
確
に
圧
縮
さ
れ
た
諸
命
題
の
形
で
書
き
下
す
こ
と
で
あ
っ
た）

1（
（

。

つ
ま
り
集
め
た
「
素
材
」
を
体
系
づ
け
て
記
述
す
る
際
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
方
法
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ア
ロ
ン
は
、「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
概
念
化
は
、
こ
れ
ま
で
人
が
述
べ
た
と
こ
ろ
以
上
に
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
概
念
化
に
近

く
、
ま
た
、
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
概
念
化
に
よ
り
も
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
そ
れ
に
似
て
い
る
」
と
言
う
）
11
（

。
一
般
に
『
法
の
精

神
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
残
し
、
ど
の
よ
う
な
点
が
ク

ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
影
響
を
与
え
た
の
か
。『
自
由
論
』
や
『
ハ
リ
ね
ず
み
と
狐

―
「
戦
争
と
平
和
」
の
歴
史
哲
学
』
な
ど
の

著
作
で
知
ら
れ
る
哲
学
者
の
バ
ー
リ
ン
（Isaiah	Berlin

）
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
立
憲
主
義
を
唱
道
す
る
と
と
も
に
、
民
事
的
自
由
の
堅
持
と
奴
隷
制
の
廃
止
、
漸
進
主
義
、
中
庸
、

平
和
、
国
際
協
調
、
お
よ
び
、
国
民
的
伝
統
や
地
方
の
伝
統
に
た
い
す
る
そ
れ
相
応
の
配
慮
を
と
も
な
っ
た
社
会
的
経
済
的

進
歩
を
唱
道
し
た
。
彼
は
正
義
を
信
じ
、
法
の
支
配
を
信
じ
た）

11
（

。

そ
し
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
著
書
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、「
彼
の
学
問
は
、
警
句
と
公
理
の
た
ん
な
る
寄
せ
集
め
に
す

ぎ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、「
全
体
と
し
て
は
、
体
系
性
を
欠
き
、
矛
盾
だ
ら
け
で
、
遺
憾
な
が
ら
所
々
に
お
い
て
は
浅
薄
で
も
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あ
っ
た
」
と
バ
ー
リ
ン
は
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
評
さ
れ
る
の
も
、
デ
カ
ル
ト
や
カ
ン
ト
の
よ
う
な
意
味
で
の
体
系
的
な

思
考
や
論
理
の
展
開
と
は
対
照
的
な
執
筆
ぶ
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

人
間
は
多
く
の
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
気
候
、
宗
教
、
法
律
、
政
治
の
行
な
わ
れ
方
、
過
去
の
事
例
、
習
慣
、
習
俗
に
支
配

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
よ
る
影
響
力
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
一
般
精
神
が
生
ま
れ
る）

11
（

。

こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
く
徹
底
的
な
観
察
を
積
み
上
げ
て
い
っ
て
「
一
般
精
神
」
に
至
る
と
い
う
方
法
論
は
、
確
か
に
ク
ラ

ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
自
然
的
で
あ
る
と
社
会
的
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

か
ら
な
る
人
間
社
会
を
観
察
し
て
い
け
ば
、「
人
間
の
行
動
は
、
個
人
で
も
集
団
で
も
、
原
則
的
に
は
理
解
可
能
で
あ
る
。
も
し
、

い
ろ
い
ろ
の
事
実
が
辛
抱
強
く
、
ま
た
か
し
こ
く
観
察
さ
れ
、
仮
説
が
た
て
ら
れ
、
確
か
め
ら
れ
、
法
則
が
打
ち
た
て
ら
れ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
理
解
可
能
で
あ
る）

11
（

」。
こ
れ
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
問
題
意
識
で
あ
り
、
方
法
論
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は

「
啓
蒙
思
想
の
創
始
者
の
一
人
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
」、「
懐
疑
的
な
色
合
い
が
み
ら
れ
」、
そ
し
て
「
経
験
主
義
者
」
で
あ
っ

た
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
こ
の
よ
う
に
「
観
察
の
も
た
ら
す
成
果
」
を
重
視
し
、「
生
涯
を
つ
う
じ
、
好
奇
の
眼
で
こ
と
細
か
く
、

飽
く
こ
と
を
知
ら
ず
に
観
察
を
つ
づ
け
た
」
結
果
、「
彼
の
著
作
に
は
、
枝
葉
末
節
や
傍
白
の
た
ぐ
い
が
非
常
に
多
い
」。
そ
の
た

め
に
、「
法
則
を
追
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
、
具
体
的
な
細
部
に
没
頭
し
て
い
る
」、「
多
種
多
様
な
話
題
に
つ
い
て

の
論
考
か
ら
な
る
無
形
の
集
積
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
一
貫
し
た
体
系
が
あ
る
と
は
と
て
も
見
え
な
い
」
と
い
う
著
作
が
残
さ
れ
た）

11
（

。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、「
有
機
体
と
し
て
の
社
会
の
理
念
型
を
述
べ
て
い
る
」
こ
と
に
も
同
様
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
政
体
分
類
の
改
良
を
試
み
た
こ
と
か
ら
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
「
理
念
型
モ
デ
ル
を
用
い
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
社
会
学
的
、
歴
史
学
的
分
析
の
中
に
、
大
き
な
足
跡
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
」
と
バ
ー
リ
ン
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
位
置
付
け
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て
い
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
社
会
の
「
内
部
構
造
、
内
的
活
動
原
理
な
い
し
動
力
」
に
関
心
を
よ
せ
て
観
察
と
分
析
を
続
け
た）

11
（

。

「
彼
に
味
方
す
る
者
も
反
対
す
る
者
も
、
彼
は
た
だ
観
察
し
、
記
述
す
る
だ
け
で
満
足
し
て
い
る
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る
」
と

い
う
の
は）

11
（

、
そ
の
意
図
が
理
解
さ
れ
に
く
い
、
つ
ま
り
、
誤
解
さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
に
も
、
誤
解

と
い
う
か
、
理
解
で
き
な
い
者
に
よ
っ
て
曲
解
さ
れ
、
そ
の
意
図
と
は
異
な
る
謬
見
が
拡
散
し
た
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
も
共
通

点
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。「
目
的
に
た
い
し
て
手
段
を
い
か
に
適
用
す
る
か
の
知
識
や
歴
史
的
因
果
関
係
」
を
「
把
握
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
」、「
理
解
す
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い
た
と
は）

11
（

、
ま
る
で
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
か
の
よ
う

で
さ
え
あ
る
。『
法
の
精
神
』（D

e lʼE
sprit des lois

）
に
は
、
法
律
に
つ
い
て
の
形
而
上
学
的
な
定
義
に
関
連
し
て
、「
良
き
法

律
に
は
、
正
義
の
命
ず
る
規
範
が
具
現
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
一
方
、
正
義
は
「
二
つ
の
も
の
の
間
に
実
際
に
存
在
す
る
適
合
関

係
で
あ
り
、
こ
の
関
係
は
ど
ん
な
場
合
に
お
い
て
も
同
一
」
で
あ
る
と
い
い
、「
こ
う
い
う
不
変
の
構
造
は
『
事
物
の
本
性
か
ら

生
ず
る
必
然
的
関
係
』
以
外
の
何
物
で
も
な
い
」
と
、
バ
ー
リ
ン
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
を
整
理
し
て
い
る）

1（
（

。

三
権
分
立
を
提
唱
し
た
『
法
の
精
神
』

―
専
門
家
の
間
で
は
異
論
も
多
い
が

―
の
著
者
と
い
う
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た

印
象
か
ら
は
な
か
な
か
想
像
し
づ
ら
い
よ
う
な
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
思
想
家
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
社

会
学
の
先
駆
者
に
し
て
偉
大
な
理
論
家
と
評
価
す
る
ア
ロ
ン
は
、『
法
の
精
神
』
を
そ
の
主
著
と
認
め
な
が
ら
も
、「
著
述
家
で
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
小
説
家
で
あ
り
、
と
同
時
に
法
律
家
で
あ
り
政
治
哲
学
者
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
し
く
真
実
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
歴
史
的
名
著
の
目
的
は
何
か
。
ア
ロ
ン
は
そ
れ
を
「
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
」
だ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

か
れ
は
歴
史
的
真
理
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
か
れ
に
と
っ
て
歴
史
的
真
理
と
は
諸
々
の
道
徳
、
慣
習
、
思
想
、

法
律
、
制
度
の
ほ
と
ん
ど
無
限
の
多
様
性
と
い
う
形
態
を
と
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
彼
の
探
求
の
出
発
点
は
、
ま
さ
し
く
、

こ
の
よ
う
に
外
見
上
、
一
貫
性
の
な
い
多
様
性
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
探
究
の
目
標
は
、
こ
の
よ
う
に
一
貫
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性
の
な
い
多
様
性
に
概
念
上
の
秩
序
を
与
え
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

11
（

。

こ
こ
で
ア
ロ
ン
が
強
調
す
る
「
多
様
性
」
は
、
バ
ー
リ
ン
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
論
に
お
い
て
も
や
は
り
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
多

様
性
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
飽
く
こ
と
な
く
記
述
し
続
け
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、「
新
し
い
発
見
は
、
周
到
に
集
め
ら
れ
た
事
実

を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ）

11
（

」、
そ
の
上
で
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。『
法
の
精
神
』
が
「
多
種
多
様
な

話
題
に
つ
い
て
の
論
考
か
ら
な
る
無
形
の
集
積
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
一
貫
し
た
体
系
が
あ
る
と
は
と
て
も
見
え
な
い
」
の
は
、
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
「
一
元
論
者
で
は
な
く
、
多
元
論
者
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る）

11
（

。
経
験
主
義
者
に
し
て
保
守
主
義
者
の
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
は
、「
寛
容
」
に
よ
っ
て
多
様
性
を
尊
重
し
つ
つ
も
均
衡
を
保
と
う
と
考
え
た
。
三
権
分
立
の
提
唱
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
根
本
思
想
は
、
法
的
な
意
味
に
お
け
る
権
力
の
分
立
に
あ
っ
た
の
で
は

な
く
、
い
わ
ば
政
治
的
自
由
の
条
件
と
し
て
の
社
会
勢
力
の
均
衡
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
」
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う）

11
（

。
体
系
的
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
察
を
次
々
と
積
み
上
げ
て
の
考
察
は
、
そ
れ
だ
け
に
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
無
意
味

な
事
実
を
出
発
点
と
し
て
論
理
的
な
秩
序
を
導
き
出
し
た
い
と
望
ん
だ
」
と
い
う
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、「
世
界
を
支
配
し
て
い

る
も
の
は
偶
然
で
は
な
い
」、「
偶
然
の
混
沌
の
底
に
は
、
一
見
、
不
条
理
に
み
え
る
事
物
を
説
明
す
る
諸
原
理
が
横
た
わ
っ
て
い

る
」
と
い
う
認
識
に
行
き
着
く
）
11
（

。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
「
因
果
必
然
性
と
い
う
関
係
範
疇
」
の
み
な
ら
ず
「
促
進
作
用
と
い
う
関

係
範
疇
」
を
用
い
る
こ
と
で
多
様
な
考
察
を
整
理
し
、
体
系
的
な
理
解
に
導
こ
う
と
し
た
。「
物
理
的
現
実
と
あ
る
社
会
的
制
度

と
の
間
に
関
係
」
す
な
わ
ち
「
蓋
然
性
」
を
「
発
見
し
よ
う
と
し
た
」
の
で
あ
っ
た）

11
（

。
そ
し
て
、「
多
数
の
、
局
部
的
な
規
定
要

素
が
、
個
々
の
局
部
的
解
釈
の
多
元
性
を
否
定
せ
ず
に
、
い
か
に
こ
の
全
体
的
解
釈
の
な
か
に
再
構
成
さ
れ
う
る
か
」
に
関
心
を

寄
せ
て
分
析
を
進
め
た
が）

11
（

、
こ
う
し
た
特
殊
と
普
遍
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
「
戦
争
は
人
間
の
現
象
で
あ
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る
よ
り
も
む
し
ろ
社
会
の
現
象
」
で
あ
り
、「
社
会
の
本
質
に
根
ざ
す
も
の
」
と
考
え
て
い
た
た
こ
と
も）

11
（

、
戦
争
と
政
治
と
の
関

係
に
関
す
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
索
に
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
確
か
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
争
も
多
様
な
様
相
が

顔
を
出
し
、
安
易
な
理
論
化
、
一
般
化
を
拒
む
社
会
現
象
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
「
私
が
私
の
原
理
を
発
見
す
る
や
、
私

の
探
し
求
め
て
い
た
す
べ
て
が
は
っ
き
り
し
た
」
と
『
法
の
精
神
』
の
序
文
に
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

政
治
と
戦
争
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
九
二
七
年
に
至
っ
た
認
識
に
比
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
考
察
と
記
述
の
方
法
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
て
も
、
何
ら
不
都
合

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
難
し
そ
う
で
あ

る
。
ア
ロ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
。「
ド
イ
ツ

で
信
じ
ら
れ
て
い
る
以
上
に
、
お
そ
ら
く
彼
に
影
響
を
与
え
た
『
法
の
精
神
』
の
著
者
と
同
じ
く
、
彼
は
歴
史
的
変
化
に
、
運
命

の
偶
然
に
、
人
間
の
情
熱
に
順
応
し
た
実
践
の
理
論
を
探
求
し
た
」
の
だ
と
い
う）

11
（

。
さ
ら
に
、
テ
ー
ゼ
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
活
路

（A
usw

eg

）
の
三
契
機
か
ら
な
る
弁
証
法
が
『
戦
争
論
』
第
三
部
第
七
章
で
展
開
さ
れ
る
が
、Ausw

eg

（
活
路
ま
た
は
出
口
）
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
ジ
ン
テ
ー
ゼ
（Synthese

）
と
は
異
な
る
論
理
で
あ
る
。
ま
た
、「
精
神
（Geist

）
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
い
や
で
も
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
を
思
い
出
さ
せ
る
」、「
精
神
と
原
則
の
二
概
念
は
、
お
そ
ら
く
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
ア
ロ
ン
は
言
う
）
1（
（

。
そ
の
一
方
で
、
多
様
な
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
、
飽
く
ま
で
論
理
的

に
分
析
を
進
め
て
行
く
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
姿
は
、
や
は
り
カ
ン
ト
を
無
視
す
る
こ
と
を
許
す
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
次
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
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注（
（
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
現
代
と
戦
略
』、
三
四
ペ
ー
ジ
。
本
稿
で
用
い
る
の
は
佐
藤
毅
夫
（
元
国
立
国
会

図
書
館
専
門
調
査
員
）
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
そ
の
時
代
」
の
副
題
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
原
題
の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
時
代
」
よ
り
も
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
内
容
を
よ
り
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
れ
は
航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
が
、
と

り
わ
け
同
校
幹
部
高
級
課
程
の
教
育
に
供
す
る
た
め
に
と
一
九
九
六
年
に
印
刷
・
製
本
し
た
い
わ
ゆ
る
私
家
版
で
あ
る
。
同
校
教
官
（
当
時
）
の

千
川
一
司
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
お
そ
ら
く
今
後
も
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
の
名
著
の
日
本
語
訳
を
譲
り
受
け
た
の
は
、
ま
さ
に

僥
倖
と
い
う
ほ
か
に
な
く
、
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
た
い

（
2
）
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ー
ク
ト
（
篠
田
英
雄
訳
）『
一
軍
人
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
）、
八
―

九
ペ
ー
ジ
。
文
字
遣
い
は
現
代
風
に

あ
ら
た
め
る
。

（
3
）
同
前
、
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
4
）
同
前
、
一
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
5
）
同
前
、
一
二
三
―

一
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
6
）
エ
ー
リ
ヒ
・
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
（
伊
藤
智
央
訳
）『
総
力
戦
』（
原
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
7
）
同
前
、
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
8
）
同
前
、
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
9
）
同
前
、
一
四
―

一
六
ペ
ー
ジ
。

（
（0
）
同
前
、
一
二
一
、一
五
七
、一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

（
（（
）
小
堤
盾
「
戦
略
な
き
時
代
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
―
―
戦
間
期
の
ド
イ
ツ
を
中
心
に
」
清
水
多
吉
、
石
津
朋
之
編
『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
「
戦

争
論
」』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
二
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
（2
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
現
代
の
戦
略
』、
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
（3
）
同
前
、
三
一
―

三
二
、四
五
四
ペ
ー
ジ
。

（
（4
）D

ouglas	Porch,	ʻClausew
itz	and	the	French	（98（-（9（4ʼ	in	M

ichael	I.	H
andel	ed.,	Clausew

itz and M
odern Strategy

（London	:	
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）.
（
（5
）
敗
戦
の
占
領
下
に
始
ま
っ
た
再
軍
備
に
お
い
て
は
否
応
な
く
ア
メ
リ
カ
式
を
導
入
し
た
も
の
の
、
旧
軍
将
校
の
間
に
は
不
満
も
あ
り
、
自
衛
隊
に

入
隊
後
、
旧
軍
式
（
ド
イ
ツ
式
）
へ
の
復
古
を
試
み
る
者
も
い
た
。
そ
の
あ
た
り
の
状
況
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
植
村
秀
樹
「
敗
戦
後
の
『
平

和
』
と
再
軍
備

―
象
徴
天
皇
制
下
の
政
治
と
軍
事
」『
年
報
・
日
本
現
代
史
』
第
二
十
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）。

（
（6
）
浅
野
祐
吾
「
近
代
日
本
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
影
響
」
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
協
会
編
（
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
研
究
委
員
会
訳
）『
戦
争
な

き
自
由
と
は

―
現
代
に
お
け
る
政
治
と
戦
略
の
使
命

―
』（
日
本
工
業
新
聞
社
、
一
九
八
三
年
）、
五
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
（7
）
植
村
、
前
掲
「
平
和
国
家
と
戦
争
論
」、
九
ペ
ー
ジ
。

（
（8
）
浅
野
、
前
掲
「
近
代
日
本
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
影
響
」、
五
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
（9
）
同
前
、
五
二
四
―

五
二
六
、
五
二
八
ペ
ー
ジ
。「
日
本
の
伝
統
的
精
神
の
優
越
さ
に
帰
着
さ
せ
る
観
念
的
傾
向
を
帯
び
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
生

じ
た
」
と
し
て
、
多
田
督
知
（
陸
軍
大
佐
、
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
と
し
て
服
役
）
や
高
島
辰
彦
（
陸
軍
少
将
、
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
容
疑
者
）
の
著
書
が
そ
の
例

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）
同
前
、
五
二
五
―

五
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
2（
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
現
代
の
戦
略
』、
四
七
九
ペ
ー
ジ
。

（
22
）M

ichael	I.	H
andel,	ʻIntruduction,ʼ	in	H

andel	ed.,	op. cit.,	p.2（.	

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
軍
人
に
し
て
軍
事
研
究
者
で
も
あ
っ
た
フ

ラ
ー
（John.	F.	C.	Fuller

）
も
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
研
究
は
し
て
い
な
い
。Jay	Luvaas,	ʻClausew

itz,	Fuller	and	Liddell	H
art,ʼ	ibid.,	

pp.	20（,	205.

（
23
）Jehuda	L.	W
allach,	ʻM

isperception	of	Clausew
itzʼ	O

n W
ar	by	the	Germ

an	M
ilitary,ʼ	op. cit.,	p.220.

（
24
）Carl	von	Clausew

itz,	edited	by	A
natol	Rapoport,	O

n W
ar

（London:	Penguin	Books,	（968

）,	p.	9.

（
25
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
そ
の
時
代
』、
二
七
七
ペ
ー
ジ
。Rapoport,	ʻIntroduction,ʼ	ibid.,	p.	24.

（
26
）
小
堤
、
前
掲
「
戦
略
な
き
時
代
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

―
戦
間
期
の
ド
イ
ツ
を
中
心
に
」、
二
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
27
）
こ
れ
は
ブ
ル
ー
メ
（H

erm
ann	von	Blum

e

）
の
見
解
で
あ
る
。
同
前
、
二
三
五
―

二
三
六
ペ
ー
ジ
。K

laus-Jürgen	M
üller,	ʻClausew

itz,	
Ludendorff	and	Beck:	Som

e	Rem
arks	on	Clausew

itzʼ	Influence	on	Germ
an	M

ilitary	T
hinking	in	the	（930s	and	（940s,ʼ	in	
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H
andel	ed.,	op. cit.,	p.	246.

（
28
）Ibid.,	pp.	24（-242.	

（
29
）Ibid.,	p.	247.

（
30
）Ibid.,	p.	240.

（
3（
）Ibid.,	pp.	259-263.	

こ
の
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
論
文
で
重
要
な
論
点
の
ひ
と
つ
は
、
ベ
ッ
ク
のʻPolitikʼ

の
解
釈
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争

論
』
に
お
け
る
こ
の
言
葉
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
、
決
定
的
と
い
っ
て
よ
い
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

（
32
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
現
代
の
戦
略
』、
一
八
―

一
九
ペ
ー
ジ
。

（
33
）
同
前
、
四
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
34
）W

allach,	op.	cit.,	p.	2（6,	fn.	（4.	

（
35
）W

illiam
son	M

urray,	ʻClausew
itz:	Som

e	T
houghts	on	W

hat	the	Germ
ans	Got	Right,ʼ	in	H

andel	ed.,	op. cit.,	pp.	267-268.

（
36
）
小
堤
、
前
掲
「
戦
略
な
き
時
代
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

―
戦
間
期
の
ド
イ
ツ
を
中
心
に
」、
二
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
37
）W

allach,	op.	cit.,	pp.	2（4-2（7,	228-229.

（
38
）M

urray,	op.	cit.,	p.	270.

（
39
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
現
代
の
戦
略
』、
三
―

四
ペ
ー
ジ
。

（
40
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
そ
の
時
代
』、
五
七
七
、五
七
九
ペ
ー
ジ
。

（
4（
）『
戦
争
論
』
上
巻
、
五
ペ
ー
ジ
。

（
42
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
そ
の
時
代
』、
一
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
43
）
ア
イ
ザ
イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
（
福
田
歓
一
他
編
訳
）『
思
想
と
思
想
家　
［
バ
ー
リ
ン
選
集
（
］』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）、
一
四
九
ペ
ー
ジ
。

（
44
）
同
前
、
一
五
〇
―

一
五
一
ペ
ー
ジ
。

（
45
）『
法
の
精
神
』
第
一
九
編
第
四
章
。
バ
ー
リ
ン
、
前
掲
『
思
想
と
思
想
家
』、
一
五
五
―

一
五
六
ペ
ー
ジ
。

（
46
）
バ
ー
リ
ン
、
前
掲
『
思
想
と
思
想
家
』、
一
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
47
）
同
前
、
一
五
八
―

一
六
〇
ペ
ー
ジ
。
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（
48
）
同
前
、
一
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
49
）
同
前
、
一
六
八
ペ
ー
ジ
。

（
50
）
同
前
、
一
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
5（
）
同
前
、
一
八
四
―

一
八
五
ペ
ー
ジ
。

（
52
）
レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
（
北
川
隆
吉
他
訳
）『
社
会
学
的
思
考
の
流
れ
』
Ⅰ
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
四
年
）、
一
七
ペ
ー
ジ
。

（
53
）
バ
ー
リ
ン
、
前
掲
『
思
想
と
思
想
家
』、
一
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
54
）
同
前
、
一
九
二
―

一
九
三
ペ
ー
ジ
。

（
55
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
社
会
学
的
思
考
の
流
れ
』、
三
八
ペ
ー
ジ
。

（
56
）
同
前
、
一
七
―

一
八
ペ
ー
ジ
。

（
57
）
同
前
、
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
58
）
同
前
、
六
一
ペ
ー
ジ
。

（
59
）
同
前
、
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
60
）
ア
ロ
ン
、
前
掲
『
戦
争
を
考
え
る

―
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
そ
の
時
代
』、
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
6（
）
同
前
、
五
五
四
―

五
五
五
ペ
ー
ジ
。
ア
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
ハ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
グ
も
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
影
響
に
同
意
し
た
と
い
う
。
同
、
六
〇
二

ペ
ー
ジ
。


